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有機ցにԠじた生産者による工෉がඞ
要である。࣮ࡍ，生産者によって様々
な工෉がҝされている。これらの工෉
を共有化することが直೻のීٴに大き
く໾ཱつとߟえている。そして，直೻
のීٴに伴ってબ୒性の高いআ૲ࡎの
։発や様々な周辺ٕज़が向上すること
で，さらに直೻がやりやすくなってී
。することを期଴するٴ
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ɹϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル
（ϒϥϯド໊ɿ3JOTLPSä，Ϧϯζί
Ξä）は，米国μウ・ΞάϩαイΤ
ϯスࣾ（現�$PSUFWB�"HSJTDJFODFä）
により発明されたΞϦルϐίϦωʔτ
。であるࡎを有する新規আ૲֨ࠎ
米国μウ・ΞάϩαイΤϯスࣾは，

長年のΦʔΩγϯ׆性を有するআ૲׆
性化合物の୳ࡧの結果，2010 年に本
としࡎが૑製され主に水Ҵ༻のআ૲ࡎ
て։発が։࢝された。本ࡎを有効成෼
とする水Ҵ༻আ૲ࡎが，2017 年には
米国，ؖ国，チϦで，2018 年にはί
ϩϯϏΞ，ΦʔスτϥϦΞおよͼ中国
で農ༀొ࿥がなされた。日本国಺にお
いて，本ࡎの୯ࡎおよͼࠞ合ࡎの঎඼
化に向けて現在，։発中である。なか
でも，ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδ
ル�2.7��ೕࡎは，2015 年から %")�
1502�&$ のࢼ験ίʔドで公ӹஂࡒ๏
人日本২物ௐઅڀݚࡎ協ձを通じたҕ
ୗࢼ験を։࢝し，現在，ొ࿥ਃ੥中で
ある。ొ࿥後は঎඼໊ϩイϠϯτä

ೕࡎとしてのൢച։࢝を༧定している
（ද �1）。

本ใでは，本ࡎの作༻特性について
঺介する。
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本ࡎの化学ߏ଄式およͼ物理的化学
的性状は以下の通りである。
一ൠ໊ɿ��ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδϧ�

	qPSQZSBVYJGFO�CFO[ZM


化学໊ 	*6P"$࿨໊ 
ɿ
ɹ��ϕϯδル �4� Ξミϊ ��� Ϋϩϩ �6�
	4� Ϋϩϩ �2� ϑルΦϩ ��� メτΩγ
ϑΣχル 
�5� ϑルΦϩϐϦδϯ �2�
カルϘΩγϥʔτ

$"4�/P.ɿ1�90661�72�9
෼ࢠ式ɿ$20)14$M2'2/20�

෼ࢠ量ɿ4�9.24
଄式ɿ図ߏ �1
-PH�PPXɿ5.5�	20�$，Q)�7

水༹解౓ɿ0.015�NH�-�	20�$，७水 

ৠ気ѹɿ�.2º10�5�PB��	20�$
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本ࡎは，ᄡೕ類，水生生物，ミπό
チ౳への有༻生物に対して高い҆全性
を有することが確認されている。また，
本ࡎを有効成෼とするϩイϠϯτೕࡎ
は，これまでのࣾ಺֎のะ場ࢼ験にお
いて，ࡶ૲ܪ༿ࢄ෍処理による水Ҵの
生ҭに࣮༻上問題となるようなༀ害は
認められず，҆全性は高いとߟえられ
る。
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ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル
は，)3"$ ではάルʔϓ 0，844"
では $MBTT�4 に෼類されるΦʔΩγϯ
ߏであり，২物の生長ௐઅ機ࡎআ૲ܕ
の֧ཚによって෼྾組৫を異常に׆性
化さͤるとߟえられている。しかしな
がら，ଞのΦʔΩγϯܕআ૲ࡎとは異
なるΦʔΩγϯ受༰体（"'#5）に特
異的に結合することが明らかとなっ
ており，ΦʔΩγϯܕআ૲ࡎである

৽نਫҴ༻আ૲ࡎ
ϑϩϧϐϥ΢ΩγϑΣϯϕϯδϧ
ʢϒϥϯυ໊ɿϦϯζίΞäʣ
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᪂つỈ✄⏝除草๣࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇン࣋ンࣝࢪ（ࣛࣈンྡࢻ：リンズコア™）

日ᮏᰴᘧ఍社ࢫン࢚イࢧࣟࢢア࣭࢘ࢲ

ᰴᘧ఍社ࢫン࢚イࢧリࢢン࣭アࣙࢩࢡࢲࣟࣉン࣭࣏ࣗࢹ

ஂụ஭ ㇏

にࡵࡌࡣ

：ྡࢻンࣛࣈ）ࣝࢪン࣋ン࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇ  R i n s k o r ™ 㸪リンズコア ™ ࢲ㸪⡿ᅜࡣ（

⌧）社ࢫン࢚イࢧࣟࢢア࣭࢘ Co r t e v a Ag r i s c i e n c e ™ ）によࡾ Ⓨ᫂ࡓࢀࡉアリࣝࣆコリ࣮ࢿ

ࠋる࠶᭷する᪂つ除草๣࡛ࢆ㦵᱁ࢺ

 ⡿ᅜ࣭࢘ࢲアࢧࣟࢢイ࢚ンࢫ社ࡣ㸪㛗年のオ࣮ࢩ࢟ンάᛶࢆ᭷する除草άᛶ໬ྜ≀の  

᥈⣴の⤖果㸪2010年にᮏ๣ࡀ๰〇ࢀࡉ୺にỈ✄⏝の除草๣࡚ࡋ࡜㛤Ⓨࡀ㛤ጞࠋࡓࢀࡉᮏ๣

ࣅコࣟンࡣリ࡛㸪2018年にࢳ⡿ᅜ㸪㡑ᅜ㸪ࡣ㸪2017年にࡀするỈ✄⏝除草๣࡜᭷効ᡂศࢆ

ア㸪オ࣮ࣛࢺࢫリア࠾よࡧ୰ᅜ࡛㎰⸆Ⓩ㘓ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ日ᮏᅜ内に࡚࠸࠾㸪ᮏ๣の༢๣࠾

よࡧΰྜ๣のၟရ໬にྥ࡚ࡅ⌧ᅾ㸪㛤Ⓨ୰࡛࠶るࡶ࡛࠿࡞ࠋ㸪࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇン࣋

ンࣝࢪ 2. 7% ங๣ࡣ㸪2015年ࡽ࠿DAH-1502 ECの試験コ࣮࡛ࢻබ┈㈈ᅋἲே日ᮏ᳜≀ㄪ⠇

๣◊✲༠఍ࢆ㏻ࡓࡌጤク試験ࢆ㛤ጞࡋ㸪⌧ᅾ㸪Ⓩ㘓⏦ㄳ୰࡛࠶るࠋⓏ㘓後ၟࡣရྡࣟイࣖ

ンࢺ ™ ங๣࡚ࡋ࡜の㈍኎㛤ጞࢆணᐃ࠸࡚ࡋる（⾲-1）ࠋ

 ᮏሗ࡛ࡣ㸪ᮏ๣のస⏝≉ᛶに࡚࠸ࡘ⤂௓するࠋ

⾲-1 ࣟイࣖンࢺங๣の㐺⏝雑草࡜౑⏝᪉ἲ

స≀ྡ 㐺⏝雑草ྡ ౑⏝᫬期

౑⏝㔞 ᮏ๣の

౑⏝

ᅇᩘ

౑⏝᪉ἲ
⸆㔞 ౑⏝ᾮ㔞

⛣᳜

Ỉ✄

࢚ࣅࣀ

୍年⏕ᗈ葉雑草

イࣂࢶ࣐

ミズࢶࣖ࢞リ

࣡࢝リ࢘

リࢭ

⛣᳜後20日㹼

5葉期࢚ࣅࣀ

࡛ࡲ㸪཰✭45日前ࡋࡔࡓ

200mL/10a 100L/10a
2ᅇ
௨内

ⴠỈ散布ཪࡣ

Ỉ‣ࡃὸࡃࡈ

散布࡚ࡋ

㎰⸆の⥲౑⏝ᅇᩘ（3ᅇ௨内）ࡴྵࢆࣝࢪン࣋ン࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇ

1. ≀理的໬Ꮫ的ᛶ≧࠾よࡧᏳ඲ᛶ

 ᮏ๣の໬Ꮫᵓ㐀ᘧ࠾よࡧ≀理的໬Ꮫ的ᛶ≧ࡣ௨ୗの㏻࠶࡛ࡾるࠋ

ࣝࢪン࣋ン࢙ࣇࢩ࢟࢘ࣛࣆࣝࣟࣇ：ྡ⯡୍ (f l o r p y r au x i f e n -b e n z y l )
໬Ꮫྡ (I U P AC ࿴ྡ ) ࣝࢪン࣋： = 4- アミࣀ -3- ࣟࣟࢡ -6-(4- ࣟࣟࢡ -2- オࣟࣝࣇ -3-              

ࢺ࣮ࣛࢩ࢟࣎ࣝ࢝-ン-2ࢪリࣆオࣟࣝࣇ-5-(ࣝࢽ࢙ࣇࢩ࢟ࢺ࣓

CAS  N o . ：139 0661-72-9

にࡧࡽ࡞アࢽイオࣃࡣࡃࡋࡶࢫン࢚イࢧࣟࢢア࣭࢘ࢲン㸪࣏ࣗࢹ㸪ࡣ♧⾲ࡓࢀࡉ௜グࡀ ™

 ࠋ所᭷⪅のၟᶆ࡛すྛࡣࡓࡲの㛵㐃఍社ࡽࢀࡇ

5M が෇هされたදࣔは，σϡϙϯ，μウ・ΞάϩαイΤϯスもしくはύイΦχΞならͼにこれ
らの関連ձࣾまたは各ॴ有者の঎ඪです。
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2
4�% の఍߅性ࡶ૲に有効とのใࠂが
ある。

	�
૲εϖΫτϥϜࡴ�

海֎のะ場ࢼ験において，本ࡎのআ
૲効果が認められているࡶ૲໊をද
�2 にまとめた。

ݧࢼ಺ʹ͓͚Δะ৔ࠃ���
݁Ռ

国಺におけるϩイϠϯτೕࡎは，ࡶ
૲ܪ༿ࢄ෍処理での効果・ༀ害ࢼ験が
日本各地のڀݚ機関において࣮ࢪさ
れ，日本২物ௐઅڀݚࡎ協ձによるҕ
ୗࢼ験結果では，イψϗタルイ以֎の
૲छに対して対রࡎと同౳以上の効果
をࣔした（図 �2）。また，水田のϊϏΤ，
ΦϞμカ，ίφΪ，ミζΞΦイ，イϘ
Ϋα，Ϋαωムなどに対して高いআ૲
効果をࣔした（図 �� およͼ ࠓ。（�4
後はద༻֦大の作物として直೻水Ҵ，

ద༻ࡶ૲としてΦϞμカ，ΞθガϠ，
ΩγϡウスζメϊώΤ౳の可能性をݕ
౼していきたい。

���͓ΘΓʹ

ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル

は，水田における主なࡶ૲に対して௿
ༀ量で高いআ૲効果をࣔす新規֨ࠎを
有するআ૲ࡎである。現在，国಺では
本ࡎの୯ࡎであるϩイϠϯτೕࡎをࡶ
૲ܪ༿ࢄ෍ࡎとして農ༀొ࿥ਃ੥中で
ある。同時に，本ࡎを含有するࠞ合ࡎ
が։発されている。本ࡎの特௃が理解

ද ��　ϑϩϧϐϥ΢ΩγϑΣϯϕϯδϧͷࡴ૲εϖΫτϥϜ

学名 ࿴名ࡣࡓࡲⱥ名 学名 ࿴名ࡣࡓࡲⱥ名

E ch in och loa cru s- g alli イࢾビエ C h en opodiu m alb u m シロࢨ

E ch in och loa colon a コࣄメビエ C om m elin a s p . ᒓࢧクࣘࢶ

E ch in och loa oryz oides Ear l y w at e r g r as s C on yz a s p . イࣁࣁࢬコᒓ
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4�% の఍߅性ࡶ૲に有効とのใࠂが
ある。

	�
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海֎のะ場ࢼ験において，本ࡎのআ
૲効果が認められているࡶ૲໊をද
�2 にまとめた。

ݧࢼ಺ʹ͓͚Δะ৔ࠃ���
݁Ռ

国಺におけるϩイϠϯτೕࡎは，ࡶ
૲ܪ༿ࢄ෍処理での効果・ༀ害ࢼ験が
日本各地のڀݚ機関において࣮ࢪさ
れ，日本২物ௐઅڀݚࡎ協ձによるҕ
ୗࢼ験結果では，イψϗタルイ以֎の
૲छに対して対রࡎと同౳以上の効果
をࣔした（図 �2）。また，水田のϊϏΤ，
ΦϞμカ，ίφΪ，ミζΞΦイ，イϘ
Ϋα，Ϋαωムなどに対して高いআ૲
効果をࣔした（図 �� およͼ ࠓ。（�4
後はద༻֦大の作物として直೻水Ҵ，

ద༻ࡶ૲としてΦϞμカ，ΞθガϠ，
ΩγϡウスζメϊώΤ౳の可能性をݕ
౼していきたい。

���͓ΘΓʹ

ϑϩルϐϥウΩγϑΣϯϕϯδル

は，水田における主なࡶ૲に対して௿
ༀ量で高いআ૲効果をࣔす新規֨ࠎを
有するআ૲ࡎである。現在，国಺では
本ࡎの୯ࡎであるϩイϠϯτೕࡎをࡶ
૲ܪ༿ࢄ෍ࡎとして農ༀొ࿥ਃ੥中で
ある。同時に，本ࡎを含有するࠞ合ࡎ
が։発されている。本ࡎの特௃が理解
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され，ࠓ後の水Ҵ生産現場において，
の一ࡐࢿ૲๷আに対する有効な๷আࡶ
ॿとしてのݙߩをر๬している。本ࡎ
のීٴにあたっては，現場の水Ҵ生産
現場に合わͤた製඼・࢖い方をఏҊし
ていきたいとߟえている。そのために
も，各地域のࢦಋ機関や流通関܎者の
օ様には，Ҿき続き͝ࢦಋ・͝ॿݴを
。いਃし上げたいئりたくおࣀ

ݙจߟࢀ

+.�� -.� #FMM� et al.� 2015.�MPEF�PG�BDUJPO�
BOBMZT JT � PG � B� OFX� BSZMQJDPM JOBUF�
IFSCJDJEF� GSPN�%PX�"HSP4DJFODFT.�
5IF�8FFE�4DJFODF�4PDJFUZ�PG�"NFSJDB�
"OOVBM�MFFUJOH�BCTUSBDU.

+F�GGSFZ�#.�&QQ�et al.�2016.�5IF�EJTDPWFSZ�
PG� "SZMFYä� BDUJWF� BOE� 3JOTLPSä�
BDUJWF��5XP�OPWFM�BVYJO�IFSCJDJEFT.�+.�
#JPPSHBOJD���MFEJDJOBM�$IFNJTUSZ.�24��
�62��7.�

-F��%VZ�et al.�2017.�8FFE�DPOUSPM�FGp�DBDZ�
BOE� DSPQ� TBGFUZ� PG�3JOTLPSä�"DUJWF�
BHBJOTU� DPNNPO�XFFET� JO� SJDF� GJFMET�

JO�"TJBO�DPVOUSJFT.�5IF�26UI�"P844�
DPOGFSFODF�BCTUSBDU.

M�.� ,PCBZBTIJ� et al.� 2017.� 3JODLPS�ä�
"DUJWF��#JPMPHJDBM�4UVEJFT�XJUI�(SBOVMF�
BOE�&$�'PSNVMBUJPO�JO�+BQBO.�5IF�26UI�
"P844�DPOGFSFODF�BCTUSBDU.

M�.�3ZBO�MJMMFS�et al.�2017.�&WBMVBUJPO�PG�
'MPSQZSBVYJGFO�CFO[ZM� PO�)FSCJDJEF�
3FTJTUBOU� BOE�)FSCJDJEF� 4VTDFQUJCMF�
#BSOZBSEHSBTT�"DDFTTJPOT.� +.�8FFE�
5FDIOPMPHZ.��2
�126�1�4.

ϑϩルϐϥウΩࡎ�஑Ҫ�豊�2019.�新規আ૲ٱ
γϑΣϯϕϯδルの生物׆性 .�日本農ༀ学
ձ�農ༀ生物׆性ڀݚձ�第 �6 回γϯϙδ
ウムߨԋ要 .

図-2 ྛ草✀に対するࣟイࣖンࢺங๣の雑草茎葉散布処理(200mL/10a)による除草効果

᳜ㄪጤク試験(2017年㸪2018年)のィ15౛ࢆ㞟ィ（処理:4࢚ࣅࣀ葉期࠾よ5ࡧ葉期）

   DAH-1502 EC処理༊                        ᏶඲↓処理༊

      ࣟイࣖンࢺங๣処理༊            ↓処理༊

除
草
効
果

ਤ ��　ϊϏΤʹର͢ΔϩΠϠϯτೕࡎͷࡶ૲ܪ༿ࢄ෍ॲཧʹΑΔআ૲ޮՌʢҕୗݧࢼʣ
� ೥౓ݧࢼ ������ ೥
� ηϯλʔڀݚձ　๺ւಓڠڀݚࡎʣ೔ຊ২෺ௐઅࡒ৔ॴɿʢެݧࢼ
� ॲཧ೔ɿ�݄ ��೔ʢϊϏΤ �༿ظʣ
� ༀྔɿ���N-���B
� Ө೔ɿॲཧࡱ ��೔ޙ

    処理前日          処理6日後         処理13日後

図-4 ミズアオイに対するリンズコアの雑草茎葉散布処理による除草効果（基礎的試験）

試験年度: 2018年
試験場所：北海道（社内試験）

処理日：7月26日（ミズアオイ心形葉3葉期）
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